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公益財団法人 海と渚環境美化・油濁対策機構
海と渚家族海と渚家族

計
画
見
直
し
で
可
能
？

疑
問
も
つ
委
員
も

│
│
今
回
、
小
委
員
会
の
提

言
の
位
置
付
け
は
。

森
田

今
回
の
提
言
は
、
あ

く
ま
で
政
府
が
処
理
水
の
処
分

方
法
を
決
定
す
る
際
の
判
断
の

参
考
に
し
て
も
ら
う
も
の
と
い

う
こ
と
で
、
提
言

決
定
で
は

な
い
。
国
は
こ
の
あ
と
、
地
元

と
関
係
者
の
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
方
針
を
決
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
際
に
は
「
透
明
性

の
あ
る
プ
ロ
セ
ス
で
決
定
を
行

う
べ
き
で
あ
る
」
と
提
言
に
は

書
か
れ
て
い
る
。

│
│
提
言
全
体
の
ポ
イ
ン
ト

は
。森

田

タ
ン
ク
の
中
の
処
理

水
の
処
分
は
廃
炉
に
必
要
だ
と

い
う
論
調
が
あ
る
が
、
あ
く
ま

で
復
興
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
提
言
で
は
「
復
興
と
廃
炉

の
両
立
」
が
大
原
則
と
い
う
立

場
で
、
提
言
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
「
廃
炉
を
進
め
る
中
で
、

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
は
風

評
へ
の
影
響
を
生
じ
得
る
こ
と

か
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処

分
を
急
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
風
評

被
害
を
拡
大
し
、
復
興
を
停
滞

さ
せ
る
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら

な
い
」
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。

委
員
会
が
長
引

い
た
理
由
と
し

て
は
、
事
務
局

と
数
人
の
委
員

の
「
処
理
水
を

処
分
し
廃
炉
を

進
め
る
こ
と
が

復
興
を
進
め
る
」
と
い
う
廃
炉

中
心
の
考
え
と
、
私
を
含
め
て

数
人
の
委
員
の
「
廃
炉
は
あ
く

ま
で
も
復
興
の
一
部
で
あ
り
、

復
興
全
体
の
中
で
処
理
水
の
処

分
を
考
え
る
べ
き
だ
」
と
い
う

考
え
の
間
で
折
り
合
い
が
つ
か

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

タ
ン
ク
の
保
管
継
続

│
│
公
聴
会
な
ど
で
は
、
タ

ン
ク
で
の
長
期
保
管
を
望
む
声

が
多
か
っ
た
で
す
が
。

森
田

今
回
、
国
が
設
定
し

た
委
員
会
の
検
討
事
項
は
簡
単

に
い
う
と
、
「
福
島
第
一
原
発

の
廃
炉
（

廃
止
措
置
終
了
）

ま
で
に
タ
ン
ク
内
の
処
理
水
の

処
分
を
終
え
る
た
め
の
方
法
」

だ
。
こ
れ
は
、
現
在
の
法
律
の

廃
炉
と
い
う
定
義
が
「
放
射
線

の
管
理
を
行
わ
な
く
て
も
よ
い

状
態
」
で
あ
る
た
め
、
処
理
水

が
残
っ
て
い
る
と
廃
炉
に
な
ら

な
い
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
現
在

の
法
律
で
は
、
廃
炉
を
す
る
た

め
に
は
、
タ
ン
ク
で
の
長
期
保

管
が
で
き
な
い
。
し
か
し
逆
に

い
う
と
、
燃
料
デ
ブ
リ
の
取
り

出
し
な
ど
が
で
き
な
い
場
合
、

廃
炉
で
き
な
い
の
で
、
処
理
水

を
処
分
す
る
必
要
は
な
い
と
も

読
め
る
。
理
論
上
は
、
処
理
水

を
入
れ
た
タ
ン
ク
を
最
後
に
処

分
し
て
廃
炉
完
了
と
な
る
こ
と

も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

│
│
タ
ン
ク
保
管
に
は
漏
え

い
リ
ス
ク
が
あ
る
と
の
意
見
も

あ
る
よ
う
で
す
が
。

森
田

私
は
そ
う
は
考
え
て

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
使

わ
れ
て
い
る
タ
ン
ク
は
漏
え
い

リ
ス
ク
の
少
な
い
溶
接
型
タ
ン

ク
で
あ
る
し
、
万
が
一
の
漏
え

い
に
備
え
堰
（
せ
き
）
を
二
重

に
設
置
し
、
常
時
タ
ン
ク
内
の

水
位
監
視
と
目
視
の
パ
ト
ロ
ー

ル
が
行
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
、

そ
れ
ほ
ど
漏
え
い
リ
ス
ク
が
大

き
い
と
い
う
な
ら
、
告
示
濃
度

の
１
０
０
倍
以
上
の
水
が
現
在

タ
ン
ク
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る

が
、
早
く
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
の
２
次

処
理
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

│
│
し
か
し
、
２
０
２
２
年

に
は
タ
ン
ク
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
タ
ン

ク
を
増
や
せ
な
い
な
ら
、
環
境

放
出
す
る
し
か
な
い
の
で
は
。

森
田

２２
年
に
い
っ
ぱ
い
に

な
る
の
は
、
東
京
電
力
が
計
画

し
て
い
る
タ
ン
ク
の
こ
と
。
提

言
に
は
「
処
分
の
開
始
時
期
が

遅
く
な
れ
ば
、
時
間
に
よ
る
減

衰
に
よ
り
処
分
す
べ
き
放
射
性

物
質
の
量
を
減
少
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
風
評
へ
の

影
響
を
抑
え
る
た
め
の
対
策
の

実
施
期
間
な
ど
を
考
慮
し
、
処

分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
処
分
期
間

と
処
分
量
、
地
元
の
事
業
者
の

経
済
的
状
況
、
社
会
心
理
的
な

状
況
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
決
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
東
京

電
力
の
タ
ン
ク
計
画
の
限
界
が

処
分
開
始
時
期
と
は
関
係
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
委
員
会
で

も
国
の
担
当
者
が
説
明
し
て
い

る
。│

│
で
は
、
そ
の
計
画
の
タ

ン
ク
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
で
す
か
。

森
田

提
言
に
も
あ
る
が
、

福
島
第
一
の
敷
地
に
は
十
分
な

余
裕
が
あ
り
、
東
京
電
力
は
こ

の
場
所
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を

つ
く
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。
仮
に
、
計
画
上
の
タ
ン
ク

が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
場
合
、

こ
う
し
た
施
設
の
建
設
計
画
の

見
直
し
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
敷
地

外
の
土
地
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
国
は
「
相
当
な
調
整
と
時

間
を
要
す
る
」と
し
て
い
る
が
、

不
可
能
で
あ
る
と
は
い
っ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事

態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
提
言

で
は
、
ま
ず
は
、
敷
地
全
体
を

徹
底
的
に
有
効
活
用
す
べ
き
で

あ
る
、
と
し
て
い
る
。

│
│
処
理
水
の
処
分
方
法

は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス
で
は
５
つ
案
が
あ
り
ま
し

た
が
、
提
言
で
は
水
蒸
気
放
出

と
海
洋
放
出
に
絞
ら
れ
た
の
で

す
か
。
ま
た
、
提
言
で
は
、
海

洋
放
出
の
方
が
確
実
性
が
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
。

森
田

地
層
処
分
や
地
下
埋

設
な
ど
は
用
地
の
取
得
な
ど
の

困
難
が
あ
る
。
水
素
放
出
は
実

質
的
に
は
水
蒸
気
放
出
と
変
わ

ら
ず
、
加
え
て
爆
発
な
ど
の
危

険
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
実

的
な
選
択
肢
と
し
て
、
水
蒸
気

放
出
と
海
洋
放
出
の
２
案
に
絞

ら
れ
た
。
た
だ
、
水
蒸
気
放
出

は
米
国
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原

発
事
故
の
際
に
使
わ
れ
た
方
法

だ
が
、
わ
が
国
で
は
実
績
が
な

い
。
一
方
で
、
通
常
稼
働
の
原

発
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
温
排
水

に
混
ぜ
て
ト
リ
チ
ウ
ム
が
放
出

さ
れ
て
い
る
。海
洋
放
出
で
は
、

同
じ
よ
う
な
仕
組
み
で
放
出
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
点
で
実
績
が
あ
り
確
実
性
が

あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
今
回

放
出
を
検
討
さ
れ
て
い
る
ト
リ

チ
ウ
ム
の
量
は
、
福
島
第
一
の

通
常
稼
働
時
の
原
発
の
何
十
倍

に
も
当
た
る
。
全
く
同
じ
設
備

で
行
え
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と

が
留
意
点
と
し
て
提
言
に
書
か

れ
て
い
る
。

│
│
水
蒸
気
放
出
や
海
洋
放

出
し
た
場
合
、
風
評
被
害
が
懸

念
さ
れ
ま
す
が
。

森
田

そ
の
通
り
。
こ
の
点

が
委
員
会
で
も
最
も
問
題
視
さ

れ
た
。
特
に
、
福
島
県
の
水
産

業
の
水
揚
量
は
、
震
災
前
の
２

割
に
も
達
し
て
い
な
い
。
こ
う

し
た
復
興
途
上
の
産
業
に
特
段

の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
も
提
言
に
書
か
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
国
の
方
針

決
定
は
処
分
方
法
の
決
定
の
み

な
ら
ず
、
併
せ
て
講
ず
る
べ
き

風
評
被
害
対
策
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
福
島
第
一
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
対
策
の
実
績

を
踏
ま
え
、
拡
充
・
強
化
す
る

形
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。│

│
提
言
案
に
は
、
海
洋
放

出
な
ら
ば
、
被
害
を
受
け
る
の

は
水
産
業
だ
け
に
と
ど
ま
る
と

い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
読
み
取

れ
ま
す
。
水
産
業
を
犠
牲
に
す

る
の
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う

意
味
で
す
か
。

水
産
業
だ
け
犠
牲

森
田

事
務
局
の
作
成
し
た

提
言
案
に
は
、
そ
う
し
た
部
分

も
あ
っ
た
が
、
報
告
書
を
最
終

化
す
る
段
階
で
削
除
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
廃
炉
あ
り
き
で

考
え
れ
ば
そ
う
し
た
結
論
に
な

り
が
ち
だ
が
、
委
員
に
は
、
水

産
業
だ
け
を
犠
牲
に
す
る
と
い

う
考
え
に
は
疑
問
を
も
つ
意
見

も
多
い
。
委
員
会
は
報
告
書
を

ま
と
め
る
だ
け
で
決
定
は
政
府

に
委
ね
ら
れ
る
が
、
委
員
会
で

の
議
論
に
参
加
し
て
き
た
立
場

と
し
て
は
、
政
府
は
福
島
の
復

興
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
方
針
を
決
定
す
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。

◆
水
産
庁

（
１９
日
）

▽
外
務
省
出
向
〈
外
務
省

在
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ト
バ
ゴ

二
等
書
記
官
へ
〉

佐
藤
克

哉
（
資
源
管
理
部
漁
業
取
締

課
漁
業
監
督
指
導
官
）

◆
農
林
中
央
金
庫

◇
役
員
異
動（
６
月
２４
日
）

▽
監
事

伊
藤
玲
子
（
執

行
役
員
業
務
監
査
部
長
）

▽
退
任

秋
元
清
次
（
常

勤
監
事
）

（
３
月
３１
日
）

▽
退
任

戸

聖
樹
（
常

務
執
行
役
員
）
▽
退
任

中

島
隆
博
（
常
務
執
行
役
員
）

◇
一
般
人
事（
４
月
１
日
）

▽
監
査
部
長

大
熊
勇

（
熊
本
支
店
長
）
▽
監
査
部

部
長
〈
信
用
・
市
場
・
統
合

リ
ス
ク
・
海
外
担
当
〉

斎

藤
守（
業
務
監
査
部
部
長〈
信

用
・
市
場
・
統
合
リ
ス
ク
・

海
外
担
当
〉）▽
出
向
〈

全

国
漁
協
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
〉

市
川
崇
行
（
系
統
人

材
開
発
部
長
）
▽
出
向
〈
一

般
社
団
法
人
農
林
水
産
業
み

ら
い
基
金
〉
大
内
博
和（
審

査
部
部
長
〈
農
林
水
産
業
融

資
担
当
〉）▽
出
向
〈
Ｊ
Ａ
三

井
リ
ー
ス

〉

志
野
英
樹

（
静
岡
営
業
所
長
）
▽
山
形

支
店
長

赤
堀
恭
伯
（
Ｉ
Ｔ

統
括
部
副
部
長
）
▽
長
野
県

担
当
部
長

和
田
敏
希
（
事

務
企
画
部
副
部
長
）
▽
出
向

〈
山
梨
県
信
用
農
業
協
同
組

合
連
合
会
〉

佐
藤
健
太
郎

（
甲
府
営
業
所
長
）
▽
福
井

県
担
当
部
長

中
田
裕
二

（
岡
山
支
店
次
長
）
▽
静
岡

県
担
当
部
長

可
部
康
彦

（
出
向
〈
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

〉）▽
広
島
県
担
当
部
長

松
本
栄
一（
福
島
支
店
次
長
）

▽
山
口
県
担
当
部
長

本
間

純
也
（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
業
務
革

新
部
副
部
長
）
▽
出
向
〈
島

根
県
農
業
協
同
組
合
〉

杉

山
浩
之
（
松
江
営
業
所
長
）

▽
熊
本
支
店
長

大
瀬
雅
人

（
企
画
管
理
部
経
営
管
理
室

長
）
▽
熊
本
支
店
副
支
店
長

木
村
亮
吾
（
長
野
営
業
所

長
）▽
営
業
企
画
部
部
長〈
森

林
担
当
〉

田
中
正
彦
（
営

業
第
五
部
部
長
〈
森
林
担

当
〉）▽
営
業
企
画
部
部
長

〈
法
人
融
資
担
当
〉

長
尾

晋
次（
営
業
企
画
部
部
長〈
企

画
実
践
担
当
〉）▽
営
業
企
画

部
参
事
役

石
川
英
機
（
株

式
投
資
部
長
）
▽
営
業
企
画

部
参
事
役

川
崎
信
一
郎

（
出
向
〈
系
統
債
権
管
理
回

収
機
構

〉）▽
営
業
企
画
部

参
事
役

杉
本
真
（
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
支
店
長
）
▽
デ
ッ
ト

キ
ャ
ピ
タ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
部

長

山
崎
誠
次
郎（
出
向〈
み

ず
ほ
証
券

〉）▽
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
業
務
革
新
部
副
部
長

桐

原
豊
彦
（
山
口
営
業
所
長
）

▽
系
統
人
材
開
発
部
長

宮

治
仁
志
（
山
形
支
店
長
）
▽

株
式
投
資
部
長

藤
井
英
孝

（
統
合
リ
ス
ク
管
理
部
副
部

長
）▽
事
務
企
画
部
部
長〈
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
要
件
定
義
担

当
〉

原
田
耕
一
（
事
務
企

画
部
部
長
〈
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

・
系
統
決
済
担
当
〉）▽
統
合

リ
ス
ク
管
理
部
部
長
〈
信
用

リ
ス
ク
管
理
担
当
〉

胡
桃

沢
克
成
（
審
査
部
長
）
▽
審

査
部
長

深
井
拓
也
（
審
査

部
副
部
長
）
▽
法
務
・
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
長

内
藤

雅
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統

括
部
長
）
▽
法
務
・
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
部
部
長
〈
法
務

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
オ

フ
ィ
サ
ー
担
当
〉

渡
辺
基

樹
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
統

括
部
部
長
〈
本
部
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
担
当
〉）▽
法
務
・

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
部
長

〈
法
務
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
担

当
〉

小
林
啓
二
（
業
務
監

査
部
副
部
長
）
▽
総
務
部
Ｂ

Ｃ
Ｐ
統
括
室
長

間
崎
久

（
広
島
営
業
所
長
）
▽
総
合

企
画
部
部
長
〈
海
外
担
当
〉

高
瀬
徹
（
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
副
部

長
）
▽
企
画
管
理
部
長

千

葉
裕
史
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
部
副
部
長
）

◆
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

◇
組
織
変
更

▼
廃
止

（
３
月
３１
日
）

▽
家
庭
用
事
業
部
家
庭
用

広
域
営
業
部
お
よ
び
業
務
用

事
業
部
業
務
用
広
域
営
業
部

を
広
域
事
業
部
へ
移
設
▽
家

庭
用
事
業
部
ウ
エ
ル
ネ
ス
部

お
よ
び
広
域
事
業
部
生
協
営

業
部
を
新
設
の
ウ
エ
ル
ラ
イ

フ
事
業
部
へ
移
設

▼
新
設

（
４
月
１
日
）

▽
広
域
事
業
部
広
域
営
業

第
四
部
を
新
設
す
る
▽
ウ
エ

ル
ラ
イ
フ
事
業
部
を
新
設
し

生
協
営
業
部
、
ウ
エ
ル
ネ
ス

部
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
部
を
設
置

す
る
▽
事
業
推
進
部
を
新
設

す
る◇

人
事
異
動（

３
月
１
日
）

▽
国
際
事
業
部
ア
セ
ロ
ラ

推
進
事
業
部
長
兼
国
際
事
業

開
発
部
長

室
井
健
二
朗

（
国
際
事
業
部
国
際
事
業
開

発
部
長
）

（
３
月
３１
日
）

▽
退
任

不
破
勝
利
（
執

行
役
員
研
究
開
発
部
長
）
※

４
月
１
日
付
で

ニ
チ
レ
イ

・
ア
イ
ス
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任
予
定

（
４
月
１
日
）

▽
取
締
役

福
本
雅
志

（
取
締
役
常
務
執
行
役
員
経

営
企
画
部
・
管
理
部
・
物
流

部
管
掌
）
▽
常
務
執
行
役
員

品
質
保
証
部
長
、
研
究
開
発

部
長

加
藤
達
志
（
常
務
執

行
役
員
品
質
保
証
部
長
、
研

究
開
発
部
管
掌
）
▽
常
務
執

行
役
員
物
流
部
・
農
産
調
達

部
・
広
域
事
業
部
・
業
務
用

事
業
部
・
家
庭
用
事
業
部
・

ウ
エ
ル
ラ
イ
フ
事
業
部
管
掌

事
業
推
進
部
長

松
尾
哲
哉

（
執
行
役
員
家
庭
用
事
業
部

担
当
農
産
調
達
部
長
兼
業
務

用
事
業
部
長
）
▽
執
行
役
員

国
際
事
業
部
付
部
長

栗
林

秀
生
（
執
行
役
員
国
際
事
業

部
付
部
長
、
経
営
企
画
部
長

兼
ブ
ラ
ン
ド
推
進
部
長
）
▽

執
行
役
員
ウ
エ
ル
ラ
イ
フ
事

業
部
長

北
村
次
郎
（
執
行

役
員
広
域
事
業
部
長
）
▽
執

行
役
員
広
域
事
業
部
長

水

高
清
明
（
中
部
支
社
長
）
▽

執
行
役
員
首
都
圏
支
社
長

片
岡
恵
美（
首
都
圏
支
社
長
）

▽
経
営
企
画
部
長

坂
上
貴

義
（
生
産
統
括
部
生
産
戦
略

部
長
）
▽
ブ
ラ
ン
ド
推
進
部

長

宮
本
亮
子
（
ブ
ラ
ン
ド

推
進
部
付
部
長
）
▽
物
流
部

長

市
川
晶
▽
生
産
統
括
部

生
産
戦
略
部
長

平
賀
忠
之

（
生
産
統
括
部
山
形
工
場
長
）

▽
生
産
統
括
部
白
石
工
場
長

堀
雅
夫
▽
生
産
統
括
部
山

形
工
場
長

松
下
正
信
（
物

流
部
長
）
▽
生
産
統
括
部
長

崎
工
場
長

高
橋
克
彰
▽
農

産
調
達
部
長

小
山
智
康

（
九
州
支
社
長
）
▽
広
域
事

業
部
広
域
営
業
第
三
部
長

柏
木
隆
▽
広
域
事
業
部
広
域

営
業
第
四
部
長

太
刀
川
和

春
（
広
域
事
業
部
広
域
営
業

第
三
部
長
）
▽
業
務
用
事
業

部
長
兼
業
務
用
事
業
部
業
務

用
営
業
部
長

滝
英
明
（
業

務
用
事
業
部
業
務
用
商
品
部

長
）
▽
業
務
用
事
業
部
業
務

用
商
品
部
長

栩
木
英
利
▽

ウ
エ
ル
ラ
イ
フ
事
業
部
生
協

営
業
部
長

錦
見
祐
次
郎

（
広
域
事
業
部
生
協
営
業
部

長
）
▽
ウ
エ
ル
ラ
イ
フ
事
業

部
ウ
エ
ル
ネ
ス
部
長
兼
ウ
エ

ル
ラ
イ
フ
事
業
部
ｅ
コ
マ
ー

ス
部
長

梅
澤
和
之
（
経
営

企
画
部
付
部
長
）
▽
中
部
支

社
長

戸
部
雄
一
郎
（
中
四

国
支
社
長
）
▽
中
四
国
支
社

長

横
井
潤
▽
九
州
支
社
長

清
川
吾
朗
▽
品
質
保
証
部

付
部
長

上
野
直
之
（
生
産

統
括
部
長
崎
工
場
長
）
▽
技

術
戦
略
部
付
部
長

本
多
政

彦
▽
広
域
事
業
部
広
域
営
業

第
二
部
付
部
長

磯
田
昌
広

（
６
月
）

▽
退
任

福
本
雅
志
（
取

締
役
）▽
退
任

園
田
慎（
監

査
役
）

▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員

技
術
戦
略
部
・
素
材
調
達
部

管
掌
生
産
統
括
部
長

中
野

泰
寿
（
常
務
執
行
役
員
技
術

戦
略
部
・
素
材
調
達
部
管
掌

生
産
統
括
部
長
）
▽
監
査
役

山
口
修

◆
ニ
チ
レ
イ
フ
レ
ッ
シ
ュ

（
４
月
１
日
）

▽
取
締
役
専
務
執
行
役
員

畜
産
事
業
部
長

冨
樫
幸
男

（
取
締
役
常
務
執
行
役
員
畜

産
事
業
部
長
）
▽
水
産
事
業

部
付
部
長

吉
原
隆
之

（
６
月
）

▽
取
締
役
執
行
役
員
経
営

企
画
部
長

田
邉
弥
（
執
行

役
員
経
営
企
画
部
長
）
▽
監

査
役

坂
浩
通

◆
ニ
チ
レ
イ
ロ
ジ
グ
ル
ー

プ
本
社

（
３
月
３１
日
）

▽
退
任

高
松
浩
司
（
執

行
役
員
）

（
４
月
１
日
）

▽
執
行
役
員

池
田
雅
人

▽
執
行
役
員

盛
合
洋
行
▽

取
締
役

小
関
孝
訓
（
取
締

役
常
務
執
行
役
員
営
業
戦
略

部
長
）
▽
執
行
役
員

羽
津

元
之
（
執
行
役
員
海
外
事
業

推
進
部
長
）
▽
執
行
役
員
海

外
事
業
推
進
部
長

中
村
俊

文
（
執
行
役
員
）
▽
営
業
戦

略
部
長

嶋
本
和
訓
▽
業
務

革
新
推
進
部
付
部
長

片
岡

幹
雄
（
技
術
情
報
企
画
部
付

部
長
）

（
６
月
）

▽
退
任

小
関
孝
訓
（
取

締
役
）
▽
退
任

種
部
宏
二

（
監
査
役
）

▽
監
査
役

板
倉
荘
二

◆
ニ
チ
レ
イ
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス

（
３
月
３１
日
）

▽
退
任

安
田
和
彦
（
執

行
役
員
品
質
保
証
部
長
）

（
４
月
１
日
）

▽
執
行
役
員
品
質
保
証
部

担
当
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
技
術
生
産

部
長

服
巻
克
之
（
グ
ロ
ー

バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
技
術
生
産
部
長
）
▽
執

行
役
員
迅
速
診
断
薬
事
業
部

長
機
能
性
素
材
事
業
部
担
当

寺
嶋
一
樹
（
執
行
役
員
迅

速
診
断
薬
事
業
部
長
、
機
能

性
素
材
事
業
部
長
）
▽
品
質

保
証
部
長

松
下
洋
久
▽
機

能
性
素
材
事
業
部
長

金
子

宏
樹◆

古
野
電
気（

３
月
１
日
）

▽
Ｒ
＆
Ｄ
統
括
セ
ン
タ
ー

次
長

須
山
正
樹
（
Ｒ
＆
Ｄ

統
括
セ
ン
タ
ー
Ｒ
＆
Ｄ
企
画

担
当
部
長
）
▽
舶
用
機
器
事

業
部
事
業
管
理
部
次
長

吉

岡
健
（
舶
用
機
器
事
業
部
事

業
管
理
部
事
業
経
理
課
長
）

▽
舶
用
機
器
事
業
部
シ
ス
テ

ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
長

柏
卓
夫

（
舶
用
機
器
事
業
部
シ
ス
テ

ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
次
長
）
▽
舶
用

機
器
事
業
部
技
術
企
画
担
当

部
長

山
本
和
正
（
舶
用
機

器
事
業
部
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ

ト
長
）

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
・
汚
染
水
方
策
を
議
論
す
る
政
府
の
多
核
種
除
去
設

備
（
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
小
委
員
会
が
こ
の
ほ
ど
、
処
理
水
の
処
分
に
つ
い
て
提
言
す
る
最
終
報

告
書
を
ま
と
め
た
。
政
府
は
近
く
、
最
終
提
言
を
踏
ま
え
、
処
理
水
の
処
分
方
針
を
決
定

す
る
予
定
で
あ
る
。
２
０
１
６
年
１１
月
か
ら
３
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
た
議
論
は
、
「
復

興
と
廃
炉
の
両
立
」「
風
評
被
害
の
拡
大
、
復
興
の
停
滞
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
を
大
前

提
と
し
た
。
た
だ
そ
の
一
方
で
、
処
理
水
の
処
分
に
つ
い
て
は
、「
確
実
に
実
施
で
き
る
」

手
法
と
し
て
「
海
洋
放
出
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。
海
洋
放
出
の
可
能
性
が
残
る
中
で
、

風
評
被
害
の
懸
念
を
抱
く
水
産
業
界
は
小
委
員
会
報
告
書
を
ど
う
読
め
ば
い
い
の
か
。
環

境
放
射
能
の
専
門
家
で
、
小
委
員
会
の
委
員
で
水
産
研
究
・
教
育
機
構
中
央
水
産
研
究
所

の
森
田
貴
己
放
射
能
調
査
グ
ル
ー
プ
長
（
写
真
）
に
聞
い
た
。

（
敬
称
略
、
中
島
）

千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で

１２
〜
１４
日
に
開
か
れ
た

「F
O

O
D

T
A

B
L

E
in

JA
P

A
N

2
0

2
0

」
の
「
デ

リ
カ
テ
ッ
セ
ン
・
ト
レ
ー
ド

シ
ョ
ー
２
０
２
０
」
に
は
、

約
６５
社
の
ブ
ー
ス
が
展
開
し

た
。
国
連
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
意

識
し
た
展
示
が
多
く
、
フ
ー

ド
ロ
ス
や
環
境
に
配
慮
し
た

食
品
包
装
な
ど
が
目
立
っ

た
。国

分
グ
ル
ー
プ
本
社

は

ミ
レ
ニ
ア
ル

世
代
（
２０
〜

３０
代
）
に
向

け
た
商
品
を

発
信
。
惣
菜

の
購
入
率
が

低
く
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
イ
メ

ー
ジ
を
も
つ

若
者
世
代

に
、
エ
シ
カ

ル
消
費
の
一

環
と
し
て
海

洋
管
理
協
議

会（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）

認
証
の
惣
菜
を
提
案
し
た
。

容
器
の
分
野
で
は
シ
ー
ピ

ー
化
成

が
再
生
可
能
な
有

機
資
源
か
ら
作
ら
れ
た
バ
イ

オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
含
む

「
Ｃ
Ｐ

Ｂ
ｉ
ｏ
」
シ
リ
ー

ズ
容
器
を
展
示
し
た
。
環
境

問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
自

治
体
や
公
共
施
設
か
ら
の
引

き
合
い
が
強
い
と
い
う
。

天
満
紙
器

は
、
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
に
配
慮
し
た
紙

容
器
を
提
案
し
た
。
耐
水
性

が
強
く
、
寿
司
を
入
れ
る
カ

ッ
プ
や
葉
の
模
様

が
描
か
れ
た
柿
の

葉
寿
司
の
容
器
な

ど
を
展
示
し
た
。

フ
ー
ド
ロ
ス
関

連
で
は
、
お
せ
ち

の
販
売
を
行
う

ナ
カ
ノ
モ
ー
ド
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

が
、
お
せ
ち
の
予

約
販
売
制
度
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。
注

文
が
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
お
得
な
サ

ー
ビ
ス
が
人
気
と

な
っ
て
い
る
ほ

か
、
フ
ー
ド
ロ
ス

削
減
へ
の
関
心
が

高
ま
っ
た
こ
と

で
、
注
文
は
年
々

増
加
し
て
い
る
と

い
う
。

海
鮮
丼
で
使
う
こ

と
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
「
Ｃ
Ｐ

Ｂ
ｉ

ｏ
」
シ
リ
ー
ズ
の

容
器

東京電力福島第一原子力発電所で炉心溶融（メルトダウン）事故発生。
資源エネルギー庁 汚染水処理対策委員会。トリチウムを除く、セ
シウムを含む６２種類の放射性物質除去を可能とする多核種除去設備
（ＡＬＰＳ）による汚染水処理開始。
トリチウム水タスクフォースでの議論開始。
トリチウム水タスクフォースが海洋放出を含む５つの処理水の処分
方法をまとめる。
多核種除去設備（ＡＬＰＳ）等処理水小委員会が発足し、風評被害
など社会観点などを踏まえた総合的な処理水の処分について検討を
開始。
ＡＬＰＳ小委員会が最終報告書をまとめた。技術的には海洋放出を「確
実に実施できる」手法としながら、「復興と廃炉の両立」「風評被害の
拡大、復興の停滞はあってはならない」との考えを明確にした。
政府が処理水の処分方法を最終決定。

２０１１年 ３月
１３年 ４月
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トリチウムを含む処理水処分方法検討経過
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２０２０（令和２）年２月２１日（金曜日）３


